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別紙様式１

整理番号：大分県－２

重点取組名 白ねぎの大分ブランド確立のための広域産地育成

普及活動担当 大分県農林水産部研究普及課広域普及指導班 主幹普及員 三浦敏郎

主要な活動地域・ 県下の白ねぎ生産地

対象農業者 （重点地区として玖珠九重地区、西高地区）

取組結果・成果

<取組みのねらい> 大分県の白ねぎは九州一の産地であり、県北の西高地区の干拓地帯を中心に生産が

行われている。最近は夏秋期の出荷を目的に高標高地域の玖珠九重地区でも産地化が

図られている。夏期の需要が高まる等消費形態も変化してきており、夏秋ねぎの出荷

量を拡大し周年安定供給できる産地の育成が急務である。今後、標高差を利用したリ

レー出荷を推進し、大分ブランドとしての広域の産地化を図る。

各農協別現状分析及び対策の徹底①

安全・安心な高品質白ねぎ生産技術の統一②

農協間の生産流通体制の調整③
１９年度目標：玖珠九重農協単収：1,500kg/10a、販売単位数：１組織

<取組みの経過> （１）各農協別現状分析及び対策の徹底

①ＪＡ玖珠九重、ＪＡくにさき西部を中心に現状把握と課題の明確化のため栽培面

積、出荷量等のデータ収集及び分析。現地巡回による現状調査。玖珠九重地区で

の推進会議や振興大会での課題と解決方策の提示及び産地拡大推進

②西高地区からの高標高地域への出作栽培及び技術交流実証圃の支援

③夏秋ねぎの栽培拡大のための竹田直入地区、大分地区、大野地区への栽培推進

（２）安全・安心な高品質白ねぎ生産技術の統一

①各地区の栽培基準の収集

②基本技術の統一のため栽培マニュアル、チェックリスト作成の合意

③普及指導員への各種情報の提供

④玖珠九重地区の生産者の技術向上のため、西高地区の生産者と技術交流研修会の

開催

⑤白ねぎ技術者の技術向上のための研修会の開催

（３）農協間の生産流通体制の調整

①農協別の出荷状況を全農から収集。市場調査、産地調査

②玖珠九重地区の広域販売に向けて各ＪＡへの働きかけ

③ＪＡくにさき西部の計画出荷を行うための、具体的行動計画案の提案

④産地連携による生産拡大を図るための生産者の交流会の開催

<活動の成果> （１）各農協別現状分析及び対策の徹底

①玖珠九重地区の課題の明確化：経営規模が小さい、経営内での白ねぎの依存度が

低い、栽培者の高年齢化、機械の普及率が低い等

②玖珠九重地区の夏秋ねぎを５０ｈａまで面積拡大する共通認識の醸成

③玖珠九重地区の各ＪＡによる１８年度拡大計画の作成

④１７年度玖珠九重地区の栽培面積が拡大

⑤１７年度夏秋ねぎの出荷量は前年比大幅増

⑥１８年度高標高地での夏秋白ねぎ栽培予定面積の拡大

⑦夏秋ねぎは、品種「吉蔵」が主体であるが、現地試験や試験研究機関の試験経過

から有望品種の選定

⑧ＪＡ玖珠九重の平均単収は台風の襲来もあったが、事前対策の徹底により被害も

少なく１，２８３ｋｇ／１０ａと今年度目標をほぼ達成
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（２）安全・安心な高品質白ねぎ生産技術の統一

①栽培マニュアル、チェックリスト作成

（３）農協間の生産流通体制の調整

①流通課題の明確化：天候や他品目の作業による出荷量の増減。出荷量の前日把握

時間が遅い。計画出荷ができていない

②西高地区の生産者による他産地への技術支援の実施

③玖珠九重地区の広域共販については、ＪＡ九重町飯田の生産者がＪＡ玖珠九重に

一部持ち込む形で取り組みのきっかけができた

連携機関、協議会 ・流通戦略プラン推進会議（構成：全農大分県本部、大分県農協中央会、大分県、大

等 分県食料農業農村振興協議会）

・リーディングプロダクト作業部会：白ねぎ作業部会（上記会議の下部組織で実働組

織、構成は上記構成組織の担当者等）

取組の特徴や取組 ・１７年度に初めて県下一円を活動範囲とする広域普及指導員が配置された。そのう

に際しての工夫 ち、大分の顔となりうる品目である戦略品目については１品目のみを担当し、その

品目のブランド確立に向けた技術の調整、広域産地普及指導計画の実践、栽培技術

の統一及び広域流通体制の確立に取り組む流通

担当が設置された。白ねぎもその位 置づけで設置された。

・新たな体制であり、従来の専技と違う点や、普及指導員として普及指導計画に基づ

いて活動すること、行政・団体が一体的に取り組むこと等の理解を得るために関係

機関や生産者に説明が必要であった。

・県・団体による流通戦略プラン推進会議のもとに、リーディングプロダクト（白ね

ぎ）作業部会を設置し、実担当者による連携・役割分担による業務遂行を行ってい

る。

・広域的な活動となり、広域的な関係機関や生産者の連携を進めている。

【参考】 具体的データ

（１）玖珠九重地区１７年度夏秋ねぎ共販面積

ＪＡ玖珠九重 １８．３ｈａ（前年１６．３ｈａ）

ＪＡ九重町飯田 １．０ｈａ（前年 ３．０ｈａ）

ＪＡくにさき西部（出作）７．３ｈａ（前年 １．６ｈａ）

合 計 ２６．６ｈａ（前年２０．９ｈａ）

（２）玖珠九重地区１７年度夏秋ねぎ（８～１１月）出荷状況

ＪＡ玖珠九重 ２０６．２ｔ（前年６８．９ｔ）

ＪＡ九重町飯田 ３．７ｔ（前年 ０．５ｔ）

ＪＡくにさき西部（出作） １４７．６ｔ（前年３７．９ｔ）

（３）１８年度高標高地での夏秋ねぎ栽培予定

ＪＡ玖珠九重 １９．９ｈａ（ １．６ｈａ増）

ＪＡ九重町飯田 １．５ｈａ（ ０．５ｈａ増）

ＪＡくにさき西部：出作（飯田） ９．１ｈａ（ １．８ｈａ増）

（塚原） ２．５ｈａ（ ２．５ｈａ増）

ＪＡぶんご大野 １．４ｈａ（ ０．７ｈａ増）

ＪＡ湯布院町 ０．１ｈａ（ ０．１ｈａ増）

合 計 ３４．５ｈａ（ ７．２ｈａ増）
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高原地域での白ねぎ栽培状況

技術交流実証圃での研修会

玖珠九重地区白ねぎ振興大会で産地の課題と解決方

策の提案


